








要約: 1)慢性疾患児及び家族の病棟における QOL  a.病棟医療チームと学校との連携, b.

普通学校と養護学校の交流,c.医療行為から独立した個人の自由時間・空間の確保,d.入院

期間の短縮化,自習室の整備,e.個別的教育・多様な学習方法に関する実際的提案をまとめ

た。2)補装具の効果的な交付  a.子供のための機能的自立度評価法(Wee FIM)の信頼性の

検討及び日本人用改訂版の作成, b.座位保持関連補装具処方集の作成(例. floppy infant

用, scoliosis 用)を進めた。


